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 毎月 

開催 

TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。  

前神奈川県議会議員 

無料生活・法律相談 

木佐木 ただまさ news 

 

神奈川３区国政対策委員長 前県会議員 Profile 

‣1984年山口県出身  

‣鶴見区馬場在住 ‣神奈川大

学法学部卒 ‣横浜健康友の

会会長 ‣横浜東民商顧問  

  

 

き さ き 
見解を紹介します 

 

共産党の見解に大注目！？ 

命をまもり憲法 9 条を生

かすのが政治の役割 
 ウクライナ情勢を受けて、日本共産党は憲法 9 条

の精神に立った平和外交の重要性を改めて訴えてい

ます。 

 こうした日本共産党の訴えに対して、「じゃあ、今

攻め込まれるような事態になったら共産党はどうす

るのか」という疑問がよく寄せられています。 

 この問いに対して私たちの答えは明快です。 

現時点において、日本に対して急迫不正の侵

害が起こった場合には自衛隊を含めたあらゆる

手段を用いて抵抗するというのが日本共産党の

立場です。 

憲法 9 条と自衛隊は両立しえないと言っているの

に矛盾しているんじゃないかとお感じになるでしょ

うか？もう少し詳しくひも解いてみたいと思います。 

 まず、私たちの基本的な立場を 2点ご紹介します。

それは「１．憲法の全条項を完全に実施する。２．社

会変革は都度国民多数の合意によって行う。」という

ものです。 

 ですから、憲法 9 条 2 項の戦力不保持と矛盾する

自衛隊は将来的に解消できるように平和外交を積極

的に行っていくことを訴えています。しかし、現在の

国際社会において、多くの国民の皆さんが自衛隊を

なくして本当に大丈夫なの？と不安を感じていると

いうことも理解しています。なので、集団的自衛権の

行使容認や、日米同盟強化などの軍拡路線はもちろ

ん反対を貫きますが、多くの国民がもう自衛隊はな

くても平和が保たれると感じられる環境が整わない

うちに強引に自衛隊を廃止するということは考えて

いません。 

 

９条は個別自衛権を否定していない 
 そしてもう一つ、憲法 9条は個別的自衛権まで否 

記者会見に応える志位和夫委員長 

定してないというのが日本共産党の立場だというこ

とも重要です。このことは、以前公明党などから「共

産党は憲法制定時に反対していたのに護憲政党を名

乗るとは」という野次を受けたこともありますが、こ

のことが関係しています。憲法制定時、当時の日本政

府の見解は、個別的自衛権すら否定するものとして

いたため、それでは万が一の際、一切の抵抗ができな

くなるということから反対したというのが事実です。 

 こうした事情を、2004 年の日本共産党綱領改定時

に整理し、文書にも明記しており日本共産党の一貫

した立場になります。 

 そのうえで、政治の最大の責任は 2 度と戦争の惨

禍を国民に及ぼすことのないようにすることであり、

軍事対軍事の緊張をあおるような対応ではなく、対

話と外交による平和の国際秩序を強固なものにして

いく努力こそ憲法 9 条を持ち、唯一の戦争被爆国で

ある日本の取るべき対応だと考えます。 

 

ニュース配布にご協力を 

日本共産党が発行するニュー

スをご近所で配布していただけ

ないでしょうか。 

100 枚程度から OK。事務所まで

ご連絡を。 

または、県ボランティアセンタ

ーにご登録を。→の QRコードか

ら入ってください。 

 


